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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）で表される活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、安息香酸及びその塩からなる
群から選ばれる１種又は２種以上の化合物とを含有する防臭組成物において、前記活性ハ
ロゲン原子を有する抗菌剤１００重量部に対して、前記安息香酸及びその塩からなる群か
ら選ばれる１種又は２種以上の化合物が１０～２３０重量部であり、該防臭組成物のｐＨ
値が６．７以下であることを特徴とする防臭組成物。
【化１】

［式中、Ｒ1は、水素原子、置換基を有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基又は置換
基を有していてもよいアリール基を表し、Ｒ2は、水素原子、ヒドロキシル基、置換基を
有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基又は置換基を有していてもよいアリール基を表
し、Ｘは、塩素原子又は臭素原子を表す。］
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、防臭組成物に関し、更に詳しくは、トイレ等のし尿から発生するアンモニア
等の含窒素化合物、硫化水素、メチルメルカプタン等の含硫黄化合物などの悪臭を効果的
に抑制するとともに、鉄等の金属に対する腐蝕防止効果が著しく改善された防臭組成物に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　し尿から発生する悪臭物質は、硫化水素等の硫黄化合物とアンモニアとを主成分として
いる。これらは、排せつ時にし尿中に含まれるものと、排せつ後し尿中に含まれる腸内細
菌等の微生物によりし尿の腐敗分解により発生するものとがあり、後者が前者に比べて圧
倒的に多い。これらの悪臭を効果的に防臭する方法として２－ブロモ－２－ニトロプロパ
ン－１，３－ジオールを有効成分とするし尿用防臭剤が知られている（特許文献１、２）
。また、腐蝕防止剤としてアゾール化合物を併用することで金属材料を腐蝕しないことが
知られている（特許文献３）。また、２～２０重量％のプロピレングリコール水溶液から
なるブラインにおいて、（Ａ）イソチアゾリン系化合物と２－ブロモ－２－ニトロ－１，
３－プロパンジオールの混合物（Ｂ）防触剤を含有し、ｐＨが７．０～１１．０の範囲で
あるブライン組成物が知られている（特許文献４）。また、２－ブロモ－２－ニトロプロ
パン－１，３－ジオール、及び２，２－ジブロモ－２－ニトロエタノールより選択された
少なくとも１種の化合物からなる成分Ａと、２－ホスホノブタン－１，２，４－トリカル
ボン酸からなる成分Ｂとを、有効成分として含有する冷却水係における鉄系金属の腐蝕防
止剤が知られている（特許文献５）。
【０００３】
【特許文献１】特許第２５７９５４１号公報
【特許文献２】特開平３－２５８２６３号公報
【特許文献３】特公平７－５１２３４号公報
【特許文献４】特開平３－７０７８９号公報
【特許文献５】特開平１１－２２２６８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１及び２記載のし尿用防臭剤では、トイレ、し尿処理施設等を
腐蝕してしまう問題がある。また、特許文献３記載のし尿脱臭処理剤では、ある程度腐蝕
防止効果はあるものの未だ満足するものではなかった。また、特許文献４は冷却設備に対
するブライン組成物であり、特許文献５は冷却水系における鉄系金属の腐蝕防止剤である
。
　本発明の課題は、アンモニア等の含窒素化合物、硫化水素、メチルメルカプタン等の含
硫黄化合物などの悪臭に対する防臭能力に優れるとともに、鉄系材料に対する腐蝕をも押
さえることができる防臭組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール等の活性ハロゲン
原子を有する抗菌剤と、安息香酸誘導体等の有機酸及びその塩、又はリン酸誘導体及びそ
の塩を併用することで、悪臭に対する防臭能力が落ちることなく、鉄系材料に対する腐蝕
防止効果も格段に優れることを見い出し、本発明を完成するに至った。
【０００６】
　すなわち、本発明は、
（１）活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、有機酸及びその塩、並びにリン酸誘導体及び
その塩からなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物を含有する防臭組成物において
、該防臭組成物のｐＨ値が６．７以下であることを特徴とする防臭組成物に関し、
（２）ハロゲン化抗菌剤１００重量部に対して、有機酸及びその塩、並びにリン酸誘導体
及びその塩からなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物が１０～３０００重量部で
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あることを特徴とする（１）記載の防臭組成物に関し、
（３）活性ハロゲン原子を有する抗菌剤が式（Ｉ）
【０００７】
【化１】

【０００８】
［式中、Ｒ1は、水素原子、置換基を有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基又は置換
基を有していてもよいアリール基を表し、Ｒ2は、水素原子、ヒドロキシル基、置換基を
有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基又は置換基を有していてもよいアリール基を表
し、Ｘは、塩素原子又は臭素原子を表す。］で表される化合物であることを特徴とする（
１）又は（２）記載の防臭組成物に関し、
（４）式（Ｉ）で表される化合物が、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオー
ル、ジブロモ－ニトロ－プロパノール、２－ブロモ－２－ニトロ－エタノール、２，２－
ジブロモ－２－ニトロ－２－ニトロ－エタノール、２－ブロモ－２－ニトロ－１－プロパ
ノール、２，２－ジブロモ－２－ニトロ－１－フェニルエタノール、３－ブロモ－３－ニ
トロ－２，４－ペンタンジオール、１，１－ジブロモ－１－ニトロ－２－プロパノール、
２，２－ジクロロ－２－ニトロ－２－エタノール、２－クロロ－１－ニトロ－１，３－プ
ロパンジオール、２－ブロモ－２－ニトロ－１－フェニル－１，３－プロパンジオール、
２－ブロモ－２－ニトロ－１－ブタノール、３－ブロモ－３－ニトロ－２－ブタノール、
２－クロロ－２－ニトロ－１－ブタノール、１－クロロ－１－ニトロ－２－ペンタノール
、１，１－ジクロロ－１－ニトロ－２－ヘキサノール、２－クロロ－２－ニトロ－１－プ
ロパノールからなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物であることを特徴とする（
３）記載の防臭組成物に関し、
（５）式（Ｉ）で表される化合物が、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオー
ルであることを特徴とする（３）記載の防臭組成物に関し、
（６）有機酸がカルボン酸誘導体であることを特徴とする（１）～（５）いずれか記載の
防臭組成物に関し、
（７）カルボン酸誘導体が安息香酸であることを特徴とする（６）記載の防臭組成物に関
し、
（８）カルボン酸誘導体が酒石酸、リンゴ酸、フマル酸、アジピン酸からなる群から選ば
れる１種又は２種以上の化合物であることを特徴とする（６）記載の防臭組成物に関し、
（９）リン酸誘導体が、リン酸、ヘキサメタリン酸、メタリン酸、ピロリン酸、１－ヒド
ロキシエチルデン－１，１－ジホスホン酸、アミノメチレンホスホン酸、２－ホスホノブ
タン－１，２，４－トリカルボン酸、ポリリン酸からなる群から選ばれる１種又は２種以
上の化合物であることを特徴とする（１）～（８）いずれか記載の防臭組成物に関し、
（１０）塩が、ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、カルシウム塩、又はアンモ
ニウム塩であることを特徴とする（１）～（９）いずれか記載の防臭組成物に関し、
（１１）し尿用であることを特徴とする（１）～（１０）いずれか記載の防臭組成物に関
する。
【０００９】
　また、本発明は、
（１２）活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、有機酸及びその塩、並びにリン酸誘導体及
びその塩からなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物を含有する防臭組成物におい
て、ハロゲン化抗菌剤１００重量部に対して、有機酸及びその塩、並びにリン酸誘導体及
びその塩からなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物が１０～２３０重量部である
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ことを特徴とする防臭組成物に関し、
（１３）活性ハロゲン原子を有する抗菌剤が式（Ｉ）
【００１０】
【化２】

【００１１】
［式中、Ｒ1は、水素原子、置換基を有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基又は置換
基を有していてもよいアリール基を表し、Ｒ2は、水素原子、ヒドロキシル基、置換基を
有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基又は置換基を有していてもよいアリール基を表
し、Ｘは、塩素原子又は臭素原子を表す。］で表される化合物であることを特徴とする（
１２）記載の防臭組成物に関し、
（１４）式（Ｉ）で表される化合物が、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオ
ール、ジブロモ－ニトロ－プロパノール、２－ブロモ－２－ニトロ－エタノール、２，２
－ジブロモ－２－ニトロ－２－ニトロ－エタノール、２－ブロモ－２－ニトロ－１－プロ
パノール、２，２－ジブロモ－２－ニトロ－１－フェニルエタノール、３－ブロモ－３－
ニトロ－２，４－ペンタンジオール、１，１－ジブロモ－１－ニトロ－２－プロパノール
、２，２－ジクロロ－２－ニトロ－２－エタノール、２－クロロ－１－ニトロ－１，３－
プロパンジオール、２－ブロモ－２－ニトロ－１－フェニル－１，３－プロパンジオール
、２－ブロモ－２－ニトロ－１－ブタノール、３－ブロモ－３－ニトロ－２－ブタノール
、２－クロロ－２－ニトロ－１－ブタノール、１－クロロ－１－ニトロ－２－ペンタノー
ル、１，１－ジクロロ－１－ニトロ－２－ヘキサノール、２－クロロ－２－ニトロ－１－
プロパノールからなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物であることを特徴とする
（１３）記載の防臭組成物に関し、
（１５）式（Ｉ）で表される化合物が、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオ
ールであることを特徴とする（１３）記載の防臭組成物に関し、
（１６）有機酸がカルボン酸誘導体であることを特徴とする（１２）～（１５）いずれか
記載の防臭組成物に関し、
（１７）カルボン酸誘導体が安息香酸であることを特徴とする（１６）記載の防臭組成物
に関し、
（１８）カルボン酸誘導体が酒石酸、リンゴ酸、フマル酸、アジピン酸からなる群から選
ばれる１種又は２種以上の化合物であることを特徴とする（１６）記載の防臭組成物に関
し、
（１９）リン酸誘導体が、リン酸、ヘキサメタリン酸、メタリン酸、ピロリン酸、１－ヒ
ドロキシエチルデン－１，１－ジホスホン酸、アミノメチレンホスホン酸、２－ホスホノ
ブタン－１，２，４－トリカルボン酸、ポリリン酸からなる群から選ばれる１種又は２種
以上の化合物であることを特徴とする（１２）～（１８）いずれか記載の防臭組成物に関
し、
（２０）塩が、ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、カルシウム塩、又はアンモ
ニウム塩であることを特徴とする（１２）～（１９）いずれか記載の防臭組成物に関し、
（２１）し尿用であることを特徴とする（１２）～（２０）いずれか記載の防臭組成物に
関する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の防臭組成物は、悪臭に対する防臭能力に優れると共に、鉄系の金属に対する腐
蝕防止効果も優れるため、トイレ等に使用されている鉄系の材料を長期にわたって使用す
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ることができるので、公衆衛生上、産業上の利用価値は極めて大きい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の防臭組成物は、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、有機酸及びその塩、並び
にリン酸誘導体及びその塩からなる群から選ばれる１種又は２種以上の化合物（以下、「
有機酸等」という。）を含有する防臭組成物において、該防臭組成物のｐＨ値が６．７以
下であることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の防臭組成物に用いる活性ハロゲン原子を有する抗菌剤としては、例えば、式（
Ｉ）で表される化合物、５－ブロモ－５－ニトロ－１，３－ジオキサン、１，２－ジブロ
モ－２，４－ジシアノブタン、２，２－ジブロモ－３－ニトリロプロピオンアミド等を挙
げることができ、これらは１種又は２種以上を併用することができ、これらの中でも、式
（Ｉ）で表される化合物が好ましい。
【００１５】
　式（Ｉ）で表される化合物中、Ｒ1は、水素原子；メチル基、エチル基、ｎ－プロピル
基、ｎ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基
等の置換基を有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル基；フェニル基、ナフチル基等の置
換基を有していてもよいアリール基を表す。また、Ｃ１～Ｃ１２アルキル基及びアリール
基の置換基としては、ヒドロキシル基、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基等を挙
げることができ、これらの置換基は、１つ又は複数個有していてもよい。複数個有する場
合は、同一でも相違なっていてもよい。
【００１６】
　Ｒ2は、水素原子、ヒドロキシル基、置換基を有していてもよいＣ１～Ｃ１２アルキル
基又は置換基を有していてもよいアリール基を表し、置換基を有していてもよいＣ１～Ｃ
１８アルキル基及び置換基を有していてもよいアリール基は、Ｒ1と同義である。
【００１７】
　式（Ｉ）で表される化合物のうち、具体的には、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プ
ロパンジオール、ジブロモ－ニトロ－プロパノール、２－ブロモ－２－ニトロ－エタノー
ル、２，２－ジブロモ－２－ニトロ－２－ニトロ－エタノール、２－ブロモ－２－ニトロ
－１－プロパノール、２，２－ジブロモ－２－ニトロ－１－フェニルエタノール、３－ブ
ロモ－３－ニトロ－２，４－ペンタンジオール、１，１－ジブロモ－１－ニトロ－２－プ
ロパノール、２，２－ジクロロ－２－ニトロ－２－エタノール、２－クロロ－１－ニトロ
－１，３－プロパンジオール、２－ブロモ－２－ニトロ－１－フェニル－１，３－プロパ
ンジオール、２－ブロモ－２－ニトロ－１－ブタノール、３－ブロモ－３－ニトロ－２－
ブタノール、２－クロロ－２－ニトロ－１－ブタノール、１－クロロ－１－ニトロ－２－
ペンタノール、１，１－ジクロロ－１－ニトロ－２－ヘキサノール、２－クロロ－２－ニ
トロ－１－プロパノール等を例示することができ、これらは１種又は２種以上を併用する
ことができる。これらのなかでも、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール
を使用すると、その殺菌作用及びその加水分解生成物であるホルムアルデヒド及び臭化水
素酸の防臭作用が相乗的に作用することから、悪臭に対する防臭に極めて有効である。
【００１８】
　また、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤をホスト化合物で包接したものを使用すること
もできる。包接するホスト化合物としては、空孔部で包接する化合物や結晶格子の間に包
接する化合物を挙げることができる。空孔部で包接する化合物の具体例としては、シクロ
デキストリン類、クラウンエーテル類、シクロファン類、シクロフォスファゼン類、カリ
ックスアレーン類、スフェランド類、シクロトリベラトリレン、トリ－ｏ－チモチド等を
挙げることができる。また、結晶格子状に包接するホスト化合物の具体例としては、thia
chroman誘導体、perhydrotriphenylene類、９，９’－ビアンスリル類、テトラフェニレ
ン、１，１，２，２－テトラキス（４－ヒドロキシフェニル）エタン等を挙げることがで
き、結晶格子状に包接するホスト化合物の場合、空孔部に包接するホスト化合物に比べ包
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接能が強いため、放出制御や微粉化に際し好適な化合物となる。
【００１９】
　有機酸としては、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、乳酸等の脂肪族モノカルボン酸；酒石酸
、リンゴ酸、フマル酸、アジピン酸等の脂肪族ジカルボン酸；クエン酸等の脂肪族トリカ
ルボン酸；安息香酸、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、ベンゼン－１，２，３－
トリカルボン酸、ベンゼン－１，２，４－トリカルボン酸、ベンゼン－１，３，５－トリ
カルボン酸、ｏ－トルイル酸、ｍ－トルイル酸、ｐ－トルイル酸、サリチル酸、２，６－
ジヒドロキシ安息香酸、没食子酸、３，５－ジメチル安息香酸、２，４－ジクロロ安息香
酸等の芳香族カルボン酸；ベンゼンスルホン酸などを例示することができ、これらは１種
又は２種以上を併用することができる。これらのなかでも、安息香酸であるのが好ましい
。
【００２０】
　リン酸誘導体としては、リン酸、ヘキサメタリン酸、メタリン酸、ピロリン酸、１－ヒ
ドロキシエチルデン－１，１－ジホスホン酸、アミノメチレンホスホン酸、２－ホスホノ
ブタン－１，２，４－トリカルボン酸、ポリリン酸等を例示することができ、これらは１
種又は２種以上を併用することができる。
【００２１】
　前記有機酸及びリン酸誘導体は、塩であってもよく、塩としては、ナトリウム塩、カリ
ウム塩、マグネシウム塩、カルシウム塩、アンモニウム塩等を例示することができ、これ
らの塩は１種又は２種以上を併用することができる。これらの中でもナトリウム塩である
のが好ましい。
【００２２】
　リン酸誘導体の塩としては、リン酸ナトリウム、リン酸２水素ナトリウム、ヘキサメタ
リン酸ナトリウム、メタリン酸ナトリウム、ピロリン酸ナトリウム、１－ヒドロキシエチ
ルデン－１，１－ジホスホン酸ナトリウム、アミノメチレンホスホン酸ナトリウム、２－
ホスホノブタン－１，２，４－トリカルボン酸ナトリウム、ポリリン酸ナトリウム等を例
示することができる。
【００２３】
　本発明の防臭組成物は、ｐＨ値が６．７以下であるが、好ましくは１．０～６．７、よ
り好ましくは２．０～６．７、特に好ましくは３．０～６．７の範囲である。
【００２４】
　また、本発明の防臭組成物を液状とする場合は、有機酸の塩は、腐食防止効果及び／又
はｐＨ調節剤としての効果を有する。特にｐＨ調節剤としては、酒石酸、リンゴ酸、フマ
ル酸、アジピン酸等の脂肪族ジカルボン酸が優れている。
【００２５】
　ｐＨの調製方法としては本発明の防臭組成物のｐＨ値を６．７以下に調整するものであ
れば特に制限されない。このような調整方法としては、例えば、酸又は塩基を添加してｐ
Ｈ値を６．７以下に調整することが挙げられる。酸としては、塩酸、硫酸、硝酸等が挙げ
られる。また、塩基としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム等
の水酸化物；炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸カルシウム等の炭酸塩；酢酸ナトリウ
ム、酢酸カリウム等の酢酸塩；トリエチルアミン、ジエタノールアミン等のアミン類など
が挙げられる。前記酸又は塩基の使用量は用いる酸又は塩基の種類によっても異なるが、
本発明の防臭組成物のｐＨ値を６．７以下に調整するために適宜選択される。
【００２６】
　本発明の防臭組成物に用いられる活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、有機酸等の配合
割合は、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤１００重量部に対して、有機酸等が、通常１０
重量部～３０００重量部、好ましくは３０重量部～２５００重量部、より好ましくは５０
重量部～２３００重量部、特に好ましくは７０重量部～２２００重量部の範囲である。
【００２７】
　本発明の防臭組成物は、その剤形は特に制限なく、錠剤、粉剤、粒剤等の固体状や、ゲ
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ル状、溶媒に溶解・分散した液状等であってよい。液状とする場合、使用する溶媒として
は活性ハロゲン原子を有する抗菌剤及び有機酸等を分散・溶解できる溶媒であればいずれ
のものも使用することができ、水；メタノール、エタノール、プロパノール等のアルコー
ル；エチレングリコール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエ
ーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエ
ーテル等のグリコール類；ジメチルスルホキシド、ジメチルホルムアミド、エチレングリ
コールジアセート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、イソプロピル
エーテル、塩化メチレン等を使用することができ、これらは１種又は２種以上を併用する
ことができる。これらの中でも安全面から水を使用するのが好ましい。
【００２８】
　本発明の防臭組成物を液状とする場合は、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤の濃度は、
通常０．０００１～２０重量％、好ましくは０．００１～１０重量％、より好ましくは０
．００５～５重量％である。また、有機酸等の濃度は、通常０．０００１～５０重量％、
好ましくは０．００１～４０重量％、より好ましくは０．００５～３０重量％の範囲であ
る。
【００２９】
　また、本発明の防臭組成物を固形状にする場合は、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤及
び有機酸等以外に不活性な賦形剤を添加するのが一般的である。かかる不活性な賦形剤と
しては、天然物、合成品のいずれでも使用可能であり、例えばクレー、タルク、珪藻土、
炭酸カルシウム、硫酸カルシウム、硫酸ナトリウム、食塩、重曹、ブドウ糖、乳糖、でん
粉、セルロース等を挙げることができる。
【００３０】
　本発明の防臭組成物には、必要に応じて界面活性剤を含有させることができる。界面活
性剤の添加により、悪臭を発生する固形物に薬剤が浸透しやすくなる。かかる界面活性剤
としては、非イオン系界面活性剤、陰イオン系界面活性剤、陽イオン系界面活性剤又は両
性系界面活性剤を問わずいずれのものも使用することができ、具体的には、高級脂肪酸塩
、高級アルコール硫酸エステル塩、高級アルコールスルホン酸塩、硫酸化脂肪酸塩、スル
ホン化脂肪酸塩、リン酸エステル塩、脂肪酸エステルの硫酸エステル塩、脂肪酸エステル
のスルホン酸エステル塩、高級アルコールエーテルの硫酸エステル塩、高級アルコールエ
ーテルのスルホン酸エステル塩等を挙げることができ、これらを１種又は２種以上を組み
合わせたものであってもよいが、好ましくは、ポリエチレングリコール、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンブロックポリマー等
の非イオン系界面活性剤を挙げることができる。かかる界面活性剤の使用量は、活性ハロ
ゲン原子を有する抗菌剤１００重量部に対して、０．１重量部～５０重量部であるのが好
ましく、０．５重量部～２０重量部であるのがより好ましい。
【００３１】
　また、本発明の防臭組成物には、必要に応じて香料を含有させることができ、防臭と同
時に芳香を奏するものとすることもできる。かかる香料としては、ミント系香料として、
１－カルボン、１－メントン、１－メントールや、ハッカオイル、ペパーミントオイル、
スペアミントオイル等の天然精油を挙げることができ、柑橘系香料として、リモネン、シ
トラール、ジハイドロミセノールや、レモンオイル、オレンジオイル、ライムオイル、グ
レープフルーツオイル、ベルガモットオイル、レモングラスオイル等の天然精油を挙げる
ことができる。またハーブ系香料として、メチルサリシレート、チモール、１，８－シネ
オール、リナロール、シトネロール、ゲラニオール、テルピネオール、カンファーや、ユ
ーカリプタスオイル、ゼラニウムオイル、シトロネラオイル等の天然精油を挙げることが
でき、ウッディー系香料として、ａ，ｂ－ピネンや、ヒノキオイル、セダーオイル、パイ
ンオイル、ヒバオイル等の天然精油を挙げることができる。
【００３２】
　その他、本発明の防臭組成物に含有させ得る香料としては、例えば、アルコール系香料
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として、シス－３－ヘキセノール、テトラヒドロリナロール、β－フェニルエチルアルコ
ール、シンナミックアルコール、アニスアルコール、ジメチルベンジルカルビノール、フ
ェノキシエチルアルコール、サビネンハイドレート、バクダノール、サンダロール等を挙
げることができ、エーテル系香料として、ガラクソリド、ローズオキサイド、リナロール
オキサイド、セドランバー、ジベンジルエーテル、アンブロキサン、ジフェニールオキサ
イド、β－ナフトールメチルエーテル、β－ナフトールエチルエーテル等を挙げることが
でき、アルデヒド系香料として、シス－３－ヘキセナール、オクタナール、ノナナール、
デカナール、ペリラアルデヒド、α－ヘキシルシンナミックアルデヒド、ヘリオナール、
リリアール、バニリン、トリプラール等を挙げることができ、ケトン系香料として、ヨノ
ン、メチルヨノン、トナリド、ムスコン、シクロペンタデカノン、カシュメラン、ダマス
コン、ダマセノン、シスジャスモン等を挙げることができ、エステル系香料として、酢酸
シトロネリル、酢酸ゲラニル、酢酸ネリル、酢酸ベンジル、酢酸テルピニル、酢酸エチル
、酢酸プロピル、酢酸ブチル、酢酸アミル、酢酸ボルニル、酢酸メンチル、酢酸－ｐ－ｔ
ｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル、酢酸－ｏ－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル、酢酸フェ
ニルエチル、酢酸スチラリル等を挙げることができ、炭化水素系香料として、ジフェニー
ルメタン、ミルセン、サビネン等を挙げることができ、ラクトン系香料として、クマリン
、γ－ウンデカラクトン、シクロペンタデカノリド、γ－ノナラクトン等を挙げることが
できる。
【００３３】
　また、本発明の防臭組成物は、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤以外の他の抗菌剤を含
有させることができる。かかる他の抗菌剤としては、５－クロロ－２－メチル－４－イソ
チアゾリン－３－オン、２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、２－メチル
－４－イソチアゾリン－３－オン、メチルパラベン、プロピルパラベン、イミダゾリジニ
ルウレア、メチロール－ジメチル－ヒダントイン、ジメチルジメチロールヒダントイン、
ソルビン酸、フェノキシエタノール、ダイクロサン、トリクロサン、ポビドンヨード、２
，２，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェノール、Ｎ－ｎ－ブチル－１，２－ベ
ンズイソチアゾロン－３，３，４，４’－トリクロロカルバニリド、１，１’－（ヘキサ
メチレン－ビス－［５－（４－クロロフェニル）－ビグアニド］）－ジグルコネート、塩
化ベンザルコニウム、塩化セチルピリジウム、塩化ベンゼトニウム、ビス－（ｐ－クロロ
フェニルジグアニド）－ヘキサンジヒドロクロライド、ジイソブチルフェノキシエトキシ
ジメチルベンジルアンモニウムクロライド、ベンズアンモニウムクロライド、１，２－ベ
ンズイソチアゾロン－３－オン、ビス－ジメチルチオカーバモイル－ジスルフィド、ポリ
（ヘキサメチレンビグアニド）ヒドロクロライド、ピリジンチオール－１－オキサイドナ
トリウム塩、ジンクビス－（２－ピリジルチオ－１－オキサイド）、イソチオシアン酸エ
ステル等を挙げることができ、これらは１種又は２種以上を併用することができる。
【００３４】
　また、本発明の防臭組成物は、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、有機酸等を含有す
る防臭組成物において、活性ハロゲン原子を有する抗菌剤１００重量部に対して、有機酸
等が１０～２３０重量部であることを特徴とする。また、活性ハロゲン原子を有する抗菌
剤１００重量部に対して、有機酸等が２０～２００重量部であるのが好ましく、３０～１
８０重量部であるのがより好ましく、３５～１７０重量部であるのが特に好ましい。
【００３５】
　活性ハロゲン原子を有する抗菌剤と、有機酸等の具体例に関しては、前記したものと同
じものを例示することができる。
【００３６】
　以下、実施例により本発明をより具体的に説明するが、本発明の技術的範囲はこれらの
例示に限定されるものではない。
【実施例１】
【００３７】
（防臭組成物の調製）
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２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　　　１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９８重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは７．０であり、硫酸を用いてｐＨを５．６に調
整した。
【実施例２】
【００３８】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　０．１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．８重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．５であった。
【実施例３】
【００３９】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　０．０１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．９８重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．８であった。
【実施例４】
【００４０】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　　　１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　１０重量部
ペポールＢ－１８４（東邦化学工業（株）製）（界面活性剤）　　　　　　 ０．１重量
部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８．９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは７．３であり、硫酸を用いてｐＨを６．２に調
整した。
【実施例５】
【００４１】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　　　１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　２０重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７８．９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは７．７であり、硫酸を用いてｐＨを６．２に調
整した。
【実施例６】
【００４２】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　０．１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．７９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．７であった。
【実施例７】
【００４３】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　０．１重量部
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安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　０．３重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．５９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．９であった。
【実施例８】
【００４４】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　０．１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９８．８９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．９であった。
【実施例９】
【００４５】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　０．１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９７．８９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．６であった。
【実施例１０】
【００４６】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　０．０１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　０．０３重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．９５９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは６．５であった。
【実施例１１】
【００４７】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　０．０１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．８８９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．８であった。
【実施例１２】
【００４８】
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　０．０１重量部
安息香酸ナトリウム（腐蝕防止剤成分）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．７８９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは５．５であった。
【００４９】
［比較例１］
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　　　１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは６．１であった。
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【００５０】
［比較例２］
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．９９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは６．３であった。
【００５１】
［比較例３］
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　　０．１重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．８重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは６．３であった。
【００５２】
［比較例４］
（防臭組成物の調製）
２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール（抗菌剤成分）　　０．０１重量部
ペポールＢ－１８４（界面活性剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９９．９８９重量部
　上記割合で調製した防臭組成物のｐＨは６．６であった。
【００５３】
試験例１（腐蝕防止試験）
　実施例１～１２及び比較例１～４で調製した防臭組成物７５ｇをそれぞれ９００ｍｌの
サンプル瓶に入れ、ＪＩＳＧ３１０１に規定した鉄の試験片ＳＳ４００（５０×５０×１
．６ｍｍ）を用いて液部に約２ｃｍ浸漬するように立たせて置き、２５℃で１４日間保管
し、試験前後で試験片の重量を測定し、試験片の重量変化を求めた。結果を表１に示した
。
【００５４】
　なお、試験片の質量変化は、次の計算式から求めた。
　試験片の質量変化＝（Ｗ－Ｗ’）／Ｓ
　ここで、Ｗは試験前の試験片の質量（ｍｇ）、Ｗ’は試験後の試験片の質量（ｍｇ）、
Ｓは試験前の全表面積（ｃｍ2）
【００５５】
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